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　2018年秋シーズンに向
けた打ち合わせのスタート
を控え、いかに花嫁の情報
収集に先手を打った提案が
できるか。激しく変化する
ウエディングトレンドの波
に乗っていくことが大切
だ。そこで、常に流行にア
ンテナを張っているウエデ
ィング情報メディアの編集
長達に、この秋人気になり
そうなアイテム、サービス、
スタイルを聞いた。

パンツスタイルや
背中空きドレスも

　2018年秋婚の気になるド
レストレンドは。
　Wedding BOOK、Wedd
ing navi（東京都港区）編
集長の藤木眞実氏は、長袖
や肩ありドレスが一世を風
靡した昨年より、袖ありド
レスでも「透け感」がポイ
ントとなる予感と語る。
　「たっぷり目のチュール
やオーガンジー素材の長袖
オーバーブラウスやオーバ
ースカートは、普段着でも
注目アイテムです。」
　マイナビウエディング

（東京都千代田区）編集部部
長の渡邊彬子氏が注目する
のはパンツスタイルのウエ
ディングドレス。
　「海外ブランドのコレク
ションでも発表されるな
ど、流行の兆しが見える。
オシャレ感度の高い花嫁の
間でじわじわと人気が高ま
っています」
と語る。
　背中空きス
レンダードレ
スに注目する
のは、Hotel Wedding、Ho
tel Wedding WEST（東京
都港区）取締役編集局長の
矢田泰子氏。都内のラグジ
ュアリーホテルで結婚式を
するオシャレ花嫁の定番と
してスレンダーなスタイル
に、背中を見せるドレスが
増えている。

　「自分のスタイルに自信
があることと、結婚式に向
けての美に対する意識が違
います。ヘアメイクにもこ
だわり、ドレスとヘアメイ
クのマッチングが新しいス
タイルを作っています。」
　矢田氏はブライダルシュ
ーズへのこだわりもさらに
高まるとみている。
　「これまでドレスのシュ
ーズは白が定番でしたが、
オシャレな花嫁たちは、セ

レブやハリウ
ッドスターご
用 達 のJ I M
MY CHOOな
どの一流ブラ

ンドシューズをドレスに合
わせ、写真でもチラ見せし
記念に残します。今年はも
っと流行ると思います。」
　ドライフラワーを含めた
装花の注目が高まっている
と語るのが、ゼクシィ（東
京都中央区）編集長の平山
彩子氏だ。

ドライフラワー人気
リストレットも注目

　「生花だけではなく、ドラ
イフラワーを装花に使う花
嫁が増えている。持ち帰り
のギフトにもなり、ドライ
フラワーブームでオシャレ
感も増すアイデアとして取
り入れられている模様。」
　マイナビウエディングの
渡邊氏は、ドライフラワー
のブーケやリストレットが
ナチュラル派花嫁から人気
を集めていると指摘する。
牧草地風やアンティーク風
など、スモーキーやグレー
の色味は秋冬の結婚式にピ
ッタリでもある。
　「特にリストレットなら、
ブーケを持たなくても、手
元が華やかな印象になるた

め、結婚式でのウエディン
グケーキ入刀やキャンドル
サービス、花嫁の手紙など、
手元に注目が集まる演出の
時にも花嫁姿を引き立てて
くれますし、そのシーンが
写真映えするビジュアルに
なります。」
　花をフープ状に（輪のよ
う）つなげたブーケ、フー
プブーケに着目するのが
25ans ウエディング（東京
都港区）で編集長を務める
桝田由紀氏。
　「アメリカでは、少し前か
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注目のトレンド
Wedding情報メディアの編集長がオススメする

「2018年秋婚」
この秋注目のアイテム

媒体名 氏名 オススメアイテムＢＥＳＴ３

ゼクシィ 平山彩子氏 アイルランナー オリジナル引出物バッグ コンフェッティシャワー

25ans ウエディング 桝田由紀氏 フープブーケ ブライズメイドボックス ―

Hotel Wedding、他 矢田泰子氏 ソファコーディネート ブライダルシューズ 背中空きスレンダードレス

Wedding BOOK、他 藤木眞実氏 たっぷり目のチュール 透け感ある袖ありドレス サプライズある料理

マイナビウエディング 渡邊彬子氏 ドライフラワーのブーケ ドライフラワーのリストレット パンツスタイルのドレス

ウエディングパーク 作間友幸氏 ゲストカメラ カードタイプの引出物 進化系ウエディングツリー

みんなのウェディング 編集担当一同 刺繍ドレス カラフルブーケ 赤ドレス

ウエコレ 編集部 ドリップケーキ モロッカンコーデ 枝アクセサリー

ウェディングソムリエ 坂井夏子氏 Sparklers MESSAGE FLOWER BOX ストリングライト

上部の写真について

２面に続く↗

ゼクシィ
編集長
平山彩子氏

25ans ウエディング
編集長
桝田由紀氏

左から　背中空きスレンダードレス（Eleven�Japan）、ソファを用いた
コーディネート（椿ｙａ）、コンフェッティシャワー（ドリーム）、ドライフ
ラワーのブーケ（grantflower）
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業界向けSNSとしては屈指の9500フォロワー
ブライダル産業新聞フェイスブックへ！！

●ブライダルのトレンド情報 ●ウエディング関連ニュース
●フォトウエディング作品 ●取材こぼれ話　などなど

　ブライダルプロデ
ュース（本社：横浜

市中区）が運営するドレスブランド・LIVE LOVE 
LAUGH（リブラブラフ）は、2月8日、横浜、仙台
に続く3店舗目を東京・表参道にオープンした。か
ねてから路面店での東京進出を目指していた同ブラ
ンド。同社運営会場だけでなく、外部からの顧客取
り込みも目指していく。

万円となる。
　メンズの衣裳はオリジナル
商品をラインナップ。ニーズ
が高まるファミリーウエディ
ングへの対応として、今回新
たに、「LIVE LOVE LAUGH 
for bébé」を展開。 0 ～ 7 歳
までの女の子用の衣裳で、マ
マとお揃いのドレスアップが
可能となる。今後は男の子用
の衣裳展開も進めていく。
　同社運営の「和モダン」が
テーマのクラシカ表参道での
対応強化も視野に、 2 階の和
装フロアを充実させている。

色にこだわりを持ち、
同ブランドで染め上げ
たオリジナルの小物も
用意している。

　ギフトサロンも併設。予約
なしでの来店も受け付け、ウ
エディングはもちろん、バー
スデーや出産など、様々なシ
ーンでの利用を促していく。
同じくショップ内のフラワー
サロンでは、ドレスとブーケ
の組み合わせも考え、新婦に
トータルコーディネートを提
案。今後はフラワーレッスン
の展開も予定している。
　「衣裳だけでなく、人生を彩
る様々なアイテムを集めた

“コンセプトストア”を目指し
ていきます。」（今野氏）

　ブライダルプロデュースが
運営するドレスサロンLIVE 
LOVE LAUGHが、東京に初
進出した。同社の人気施設の
ひとつであるクラシカ表参道

から徒歩 2 分に位
置した路面店。運
営会場の顧客以外
に、外部からの集
客も視野に入れて
いる。
　ブランドのコンセプトは

「世界でいちばん『幸せ』が生
まれる場所」。プロデューサー
の今野友子氏が、世界中から

買い付けてきたイン
ポートドレスやオリ
ジナルドレスを用意
する。日本初上陸と
なるブランドは、In
bal Dror（インバル
ドロール）など。イ
ンポートはレンタル
で27～60万円、オリ
ジナルは23万円～35
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◀ 色鮮やかな和装スペース

▲ 1階にはインポート・オリジナルドレスが並ぶ

〔LIVE LOVE LAUGH表参道店／ブライダルプロデュース〕
クラシカ表参道から徒歩数分
圏内にオープン

▶


